
電気料金の値上げ申請について

ご説明させていただきます。

申請中

　平素より、当社の電気をご利用いただき誠にありがとう
ございます。
　また、日頃より節電にご協力いただいておりますことに対し、
重ねてお礼申し上げます。
　
　さて、当社は、火力燃料費等の負担が大幅に増加している
ことから、電力の安定供給を維持するため、このたび、
やむなく平成25年4月1日からの平均8.51％の電気料金
値上げを経済産業大臣に申請いたしました。
　
　お客さまにご負担をお願いし、誠に申し訳ございませんが、
ご理解をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
　
●実際の値上げの実施日や幅などにつきましては、今後、国の認可を
受けて決定されます。
　
●認可内容につきましては、認可後に改めてお知らせいたします。
　



値上げ申請の概要をご説明いたします
●当社は、平成25年4月1日からの平均8.51％の電気料金値上げを
申請いたしました。
※ご契約種別やご使用状況により、値上げ幅は異なります。

　
●今回の電気料金値上げは、主として燃料費の増加によるものである
ことから、燃料費の増加と直接関係する電力量料金を値上げすること
といたしました。基本料金は変わりません。
※定額のご契約（公衆街路灯Aなど）については、電灯・小型機器料金などが
変わります。
※一部の料金メニューについては、割引額が変わります。　　

[電気料金の算定方法]
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この部分の値上げを申請いたしました。
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※現行単価には、平成24年12月分の燃料費調整単価を含んでいます。
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ご家庭のお客さま

店舗などのお客さま

現在と値上げ後のお支払額を比較いたします

　従量電灯Ｂ（30A、300kWh、税込）

<５．７％の値上げ>
現在のお支払額 値上げ後のお支払額

378円/月6,643円/月 7,021円/月

　季時別電灯（6kVA〈エコキュート2kW〉、610kWh、その他季料金、税込）

<１２．０％の値上げ>
現在のお支払額 値上げ後のお支払額

1,302円/月10,852円/月 12,154円/月

　従量電灯Ｃ（10kVA、1,000kWh、税込）

<１０．７％の値上げ>
現在のお支払額 値上げ後のお支払額

2,604円/月24,419円/月 27,023円/月

　低圧電力（8kW、560kWh、力率90％、その他季料金、税込）

<９．０％の値上げ>
現在のお支払額 値上げ後のお支払額

1,328円/月14,708円/月 16,036円/月

※現在のお支払額には、平成24年12月分の燃料費調整額を含んでいます。
※値上げ後のお支払額は、申請中の単価で算定しております。
※現在のお支払額、値上げ後のお支払額には、口座振替割引額、太陽光発電促進付加金および
　再エネ賦課金を含んでいます。
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節電・節約手法の一例をご紹介いたします

過度な節電による健康面への影響には十分ご注意ください。

                

・設定温度を変更する（強→中） 約 110円/月
・壁から適切な間隔で設置する 約 80円/月
・ものを詰め込みすぎない 約 80円/月

         冬の場合　約450円/月 
・暖房時の室温は20℃を目安に設定する 約 210円/月
・暖房は必要な時だけつける（1日1時間短縮） 約 160円/月
・フィルターを月に2回程度清掃する 約 80円/月

夏の場合　約370円/月 
・冷房時の室温は28℃を目安に設定する 約 180円/月
・冷房は必要な時だけつける（1日1時間短縮） 約 110円/月
・フィルターを月に2回程度清掃する 約 80円/月

・白熱球をＬＥＤへ替える 約 160円/月
・白熱球をこまめに消す（1日1時間） 約 40円/月
・テレビ画面の明るさを変更する（最大→中） 約 50円/月

冷  蔵  庫 約270円/月 

照明・テレビ

エアコン

約250円/月 

※節約金額は、(一財)省エネルギーセンターの省エネ試算値等を基に算出した額（税込）です。
※節約効果は、製品の性能、ご使用条件などにより異なる場合があります。
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新メニューなどについてご説明いたします
○新メニューの設定
・夏季ピーク時間を割高に、夜間を割安にした新たな料金メニュー「ピーク
シフト電灯」を設定いたします。電気の使い方を工夫すれば、電気料金の
節約が可能です。

　

○既存メニューの制度変更
・現行の「季時別電灯」につきましては、エコキュートなどの夜間蓄熱型
機器をお持ちでないお客さまについても、ご加入いただけるよう変更
いたします。

ホームページでは、
お客さまのお役に立つ情報を発信しています。
・「電気料金影響額シミュレーション」により、お客さまの値上げ後のお支払額が
試算いただけます。
・お客さまのご負担を軽減していただくための「節電・節約手法」をご紹介しています。

・ご不明な点がございましたら、最寄りの当社営業所へお問い合わせください。
　※毎月の「電気ご使用量のお知らせ」に電話番号を記載しております。
　・耳やことばのご不自由なお客さまにつきましては、ＦＡＸによるお問い合わせも
承っております。
　FAX：092-726-2928 [受付時間：平日(月～金)９：００～１７：００]　

九州電力

［ピークシフト電灯のイメージ図］（夏季の場合、税込）
電気の
ご使用量

夜間時間
（10.29円/kWh）

8:00 13:00 16:00 22:00

昼間時間 昼間時間

ピーク時間
（52.50円/kWh）

タイマー機能で
まとめ洗い　まとめて炊飯

お掃除は午前中に
エアコンの
設定温度を上げる

第1段料金  80kWhまで（21.47円/kWh）
第2段料金200kWhまで（28.43円/kWh）
第3段料金200kWh超過（31.93円/kWh）
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［当社の収支状況］
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値上げが必要なほど、赤字になったの？

当社は、全ての原子力発電所が長期に停止して
いる中、火力発電所の焚き増しや他の電力会社
からの電力購入などにより、電力の安定供給に
取り組んでいます。これらの燃料費や購入
電力料の増加に対し、1,500億円規模のコスト
削減に努めておりますが、平成23年度に続き、
平成24年度についても、3,700億円程度の
大幅な赤字となる見通しです。

お客さまの疑問にお答えいたします。

H23実績
（原子力利用率：31％）
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H22実績
（原子力利用率：81％）

H24見通し
（原子力利用率：0％）

赤 字
2,300億円

収 入
14,100億円

赤 字
3,700億円

収 入
14,600億円

16,400億円

18,300億円

支 出

支 出

収 入
14,000億円

13,400億円

支 出

減価償却費
公租公課等
4,100億円

燃料費
購入電力料
7,300億円

減価償却費
公租公課等
4,300億円

燃料費
購入電力料
4,200億円

修繕費
諸経費

3,300億円

人件費
1,600億円

修繕費
諸経費

3,300億円

人件費
1,700億円

減価償却費
公租公課等
4,100億円

燃料費
購入電力料
7,300億円

減価償却費
公租公課等
4,300億円

燃料費
購入電力料
4,200億円

修繕費
諸経費

3,300億円

人件費
1,600億円

修繕費
諸経費

3,300億円

人件費
1,700億円

減価償却費
公租公課等
4,200億円

燃料費
購入電力料
9,500億円

修繕費
諸経費

3,000億円

人件費
1,600億円

減価償却費
公租公課等
4,200億円

燃料費
購入電力料
9,500億円

修繕費
諸経費

3,000億円

人件費
1,600億円



いつから値上げになるの？

当社は、平成25年4月1日からの値上げを
申請しておりますが、実際の値上げ実施日や
幅などは、国の審査を受けるとともに、お客さま
からご意見をいただく公聴会や、物価問題に
関する関係閣僚会議などを経て、決定されます。

具体的に、どんなコスト削減に取り組むの？

平成24年度は、緊急経営対策として、
1,500億円規模のコスト削減に取り組んで
います。今後も、人件費、修繕費、設備投資
や旅費、消耗品などの諸経費の徹底した削減
により、更なる合理化に取り組みます。

値上げしないとどうなるの？

今後も、更なるコスト削減に取り組みますが、
赤字が続くことで、発電に必要な燃料を購入
するための資金調達ができなくなるなど、電力
の安定供給に支障をきたすおそれがあります。
そのため、やむなく値上げをお願いせざるを
得ないとの判断にいたりました。

お客さまの疑問にお答えいたします。
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暮らしへの影響を考えているの？

ご家庭向け電気料金は、ご使用量の増加に
ともない料金単価が上昇する３段階料金と
なっております。今回の値上げでは、毎日の
生活に必要不可欠な照明や冷蔵庫などの電気
ご使用量に相当する第１段料金の値上げ幅を
おさえています。

第3段料金第2段料金第1段料金

120kWhまで

121～300kWh 301kWh～

［3段階料金のイメージ図］（従量電灯B・Cの場合）
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